
会
場
と
な
っ
た
札
幌

市
民
ホ
ー
ル
に
は
、
全

道
の
各
単
産
か
ら
多
く

の
仲
間
が
集
ま
っ
た
。

開
会
の
前
段
で
「
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
、

続
い
て
工
藤
会
長
は

「
震
災
か
ら
一
年
が
経

過
す
る
。
被
災
者
が
１

日
で
も
早
く
生
活
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
、
具
体

的
活
動
の
先
頭
に
立
ち
、

引
き
続
き
支
援
し
て
い

く
。
震
災
を
風
化
さ
せ

な
い
取
り
組
み
が
今
後

も
重
要
と
な
る
。
ま
た
、

春
闘
で
は
、
経
済
を
取

り
巻
く
情
勢
が
非
常
に

厳
し
い
。
非
正
規
が
増

加
し
、
若
者
の
雇
用
も

悪
化
し
て
い
る
。
デ
フ

レ
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら
な

ん
と
し
て
も
抜
け
出
さ

さ
よ
う
な
ら
原
発
１

０
０
０
万
人
ア
ク
シ
ョ

ン
実
行
委
員
会
は
震
災

か
ら
１
年
が
経
過
し
、

節
目
と
な
っ
た
３
月
11

日
、
大
通
公
園
に
お
い

て
３
．
11
北
海
道
集
会

を
開
催
し
、
改
め
て
脱

原
発
を
市
民
に
訴
え
た
。

こ
れ
に
連
動
し
て
、
24

日
、
岩
内
町
で
「
泊
原

発
再
稼
動
を
許
さ
な
い

北
海
道
集
会
」
を
開
催

し
、
全
道
か
ら
１
５
０

０
名
が
参
加
、
石
狩
地

本
か
ら
も
各
単
組
・
総

支
部
か
ら
参
加
者
が
現

ね
ば
な
ら
な
い
。
配
分

の
ゆ
が
み
是
正
改
善
等

の
要
求
を
明
確
化
し
、

内
需
活
性
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
重
要
。
は
た

ら
く
も
の
す
べ
て
の
処

遇
改
善
を
目
指
し
て
い

く
。
ま
た
、
定
昇
制
度

は
賃
金
制
度
の
根
幹
で

あ
り
、
労
使
交
渉
で
し
っ

か
り
交
渉
し
て
い
く
」

地
に
結
集
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
泊
１
・

２
号
機
の
再
稼
動
を
許

さ
な
い
、
北
海
道
版
の

脱
原
発
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
た
も
の
。

主
催
者
を
代
表
し
て

岩
内
原
発
問
題
研
究
会

佐
藤
氏
が
泊
廃
炉
を
参

加
者
に
強
く
訴
え
た
。

と
挨
拶
、
国
公
関
連
法

案
早
期
成
立
や
復
興
へ

の
支
援
、
春
闘
交
渉
へ

の
決
意
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
具
体
の
春

闘
方
針
が
提
起
さ
れ
、

集
会
決
議
の
採
択
の
後
、

参
加
者
全
員
で
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
を
行
い
、
闘

う
決
意
を
改
め
て
確
認

し
、
集
会
を
終
え
た
。

集
会
後
、
参
加
団
は

岩
内
町
内
を
デ
モ
行
進

し
、
「
再
稼
動
は
許
さ

な
い
！
」
と
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
で
泊
原
発
の

停
止
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

石
狩
地
方
本
部
は
３

月
９
日
、
先
に
行
わ
れ

た
道
本
部
の
緊
急
地
本

代
表
者
会
議
に
て
示
さ

れ
た
方
針
に
基
づ
き
、

道
本
部
の
全
道
市
長
会
・

町
村
会
へ
の
申
入
れ
に

連
動
し
、
石
狩
町
村
会

に
対
し
、
以
下
の
申
入

れ
を
行
っ
た
。
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い
し
か
り
ち
ほ
ん

全
国
の
仲
間
と
共
闘
を
確
認
し
た

石
狩
地
本
参
加
メ
ン
バ
ー

地
公
へ
の
遮
断

町
村
会
へ
緊
急
申
入
れ

▼申入れの内容

① 「国公給与の改定及び臨時特例に

関する法律」による国公給与削減を

理由とした削減を行わないこと。

② 地公の給与について、国公と同様

の措置実施を求めぬよう、政府関係

機関に働きかけること。

去
る
２
月
24
日
、

全
国
町
村
連
総
決

起
集
会
が
開
催
さ

れ
、
石
狩
地
本
か

ら
は
、
長
谷
川
幹

事
を
中
心
に
、
当

別
町
職
の
浦
島
書

記
次
長
、
高
松
組
合
員
、

新
篠
津
村
職
の
海
野
書
記

長
、
貝
田
組
合
員
の
５
名

で
参
加
し
た
。

当
日
は
、
ま
さ
に
国
公

の
給
与
削
減
法
案
が
衆
院

を
通
過
し
た
直
後
で
、
地

公
に
対
す
る
付
帯
条
項
の

取
扱
な
ど
が
挨
拶
の
中
で

報
告
さ
れ
、
「
事
態
は
、

ま
さ
に
今
、
逼
迫
し
て
い

る
」
と
い
う
何
と
も
言
え

な
い
緊
張
感
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

国
公
の
問
題
は
必
ず
地
公

に
影
響
す
る
も
の
で
あ
り
、

民
主
党
は
支
持
政
党
で
は

あ
る
が
、
労
働
組
合
と
し

て
の
意
見
は
し
っ
か
り
と

言
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
た
。

集
会
終
了
後
は
、
今
年

改
選
期
を
迎
え
る
あ
い
は

ら
参
議
の
事
務
所
を
表
敬

訪
問
し
て
激
励
を
行
い
、

北
海
道
団
の
交
流
集
会
で

も
、
全
道
の
仲
間
と
交
流

を
深
め
た
。

（
町
村
連
幹
事

長
谷
川
）

★

書
記
局
か
ら

２
年
間
と
い
う
短

い
期
間
で
し
た
が
、

皆
様
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
自

分
に
と
っ
て
い
い
経

験
と
な
り
、
こ
れ
か

ら
の
仕
事
に
も
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
地
本
書
記
与
板
）

連
合
北
海
道
は
、
３
月
８
日
、
２
０
１
２
春

闘
総
決
起
集
会
を
開
催
し
、
「
働
く
こ
と
を
軸

と
す
る
安
心
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
方
針
を

提
起
、
各
構
成
組
織
の
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

＝ 札幌市民ホール

「復興元年」～被災地を忘れず、ともに歩もう！

被災地を全力で支援していくとのアピールも確認された。

デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル

か
ら
の
脱
却
を

と
ま
れ
！

泊原発停止を訴える石狩地本参加団


